
ガスビルトインコン □ [設置フリータイプ] 

型 

式 名 

巨 0 cm 幅 タイプ 

7 已 cm 幅 タイプ 

DW 32 K 3 JTR C 3 WK 3 RJTR 


DW 32 K 4 JTR C 3 WK 4 R」TR 

DW 32 K 3 JTL C 3 WK 3 RJTL 


DW 32 K 4 JTL C 3 WK 4 R」TL 


誤った機器の設置を行った場合のを害 • 損害の程度を、次のよラに区分しています。 

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず巧ってください。 


A 警告 


この表示を無視して、作業を誤った場合に作業ちび、またはその作業後の不具合によって使用ち 
び死亡、重傷を負ラ可能性、または乂災の可能性び想定される内容を示しています。 


A ま意 


この表示を無視して、作業を誤った場合に作業ちび、またはその作業後の不具合によって使用を 
び傷書を負ラ可能性や物的損書のみの発生び想定される内容を示しています。 


お願い 


使用者び安全に快適に使用していただくために理解していたださたい内容です。 


Q 禁止 〇 必ず守る 分解禁止 


^設置される方へ にの任事説明書」を設置前に必ずお読みくださし、。）- 

-周囲の壁び不燃材料政外で、トッププレートに貼付の防火性能評定シールに記載されている離 
隔距離を確保でさない場合は、絶対に設置しないでください。 

どうしても設置しなければならない場合は、必ず別売の防熱板を取り付けてください。 

防熱板を取り付けなかった場合、火災のおそれびあります。 

※仕上げの構造び確認できない場合は、必ず防熱板を取り付けてください。 

-下記に応じて設置を行って<ださい。 

(1) ビルトインコン□のみを単体で設置する場合 一6ページ 

(2) ビルトイン形ガスオーブンとセツトで設置する場合一] ] ページ 


A 警告 


〇 機器をま全にご使用いただくため、この工事説明書をよく読 
,んでから、有資格者による指定された設置を行う。 

〇 建築基準法、当該地区の市•田-村の条例、消防法、ガス事 
業法、液化石油ガス法、「ガス機器の設置昼準および実務指 
ぉず守る 針」（日本ガス機器検査協会刊)に従う。 

トッププレートのガラス裏面には、組巧にキズをつけない。 

ガラス強度び著しく低下し、破損しやすくなります。 

禁止また乂災•損傷事故の原因になります。 

0 機器の上には絶対にの5ない。また、ガラスに強い衝撃を与 
えたり、過度な荷重ををかけない。 

ごとくの変あやトッププレートのガラス破損につなびり、 

_ W 異常過熱や乂災の原因になります。_ 

I A ; そ =±=| 設置で必要なところがは組巧に改造.分解は行わない。 

一酸化炭素中雷のおそれびありまず。また-、火がの原巧になるおそれびありまず。 


0 



分解禁止 


お願い 


乾電池を巧かずに点火/消火ボタンを 惊义の状態 I で放置しなしでください。乾電池のミ肖耗び早くなります。 
乾電池を使用しているガス機器を大型ゴ S などで廃棄される場合は、必ず乾電池を取り 
外してください。 

そのままにしておさますと屏ぶ3め事故になることびあります。 


この工事説明書の記載内容か日外れた設置び原因で生じた故障および損傷は、保証期間内であつてち保 
証の巧象とならないので注意して<ださい。 

設置び終わ つたら、 この工事説明書に基づいて設置されていることを確認してください。 

設置終了後、保証書（取扱説明書に記載）に必要事項を記入してください。 

取扱説明書（保証書付）は設置終了後、必ずお客さまにミ度してください。 

取扱説明書に従って、お客さまに機器の操作方法など、取り扱い説明をしてください。 


一]一 
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開こん 


◎同こん部品*付属品の確認 

次の部品び同こんされています。不足のないことを確認してください。 


部品名 


形 ：!犬 


個数 


部品名 


形 状 


個数 


バーナー キャップ（大） 
く高乂カコン□用> 
※高义カコン□には、バー 
ナーキヤップに 「 H 」 マー 
クを表示しています。 



単1形アルカ I 」乾電池 


終 


2 


バーナー キャップ（大） 
く標準コン□用> 



グ U ル焼網 



バーナー キャップ（ル） 
く後コン□用> 




グ I 」ル排気ロカバー 



2 


ごとく（大） 

<高乂力.標準コン□用〉 




2 


魚す< つて 

※□ 师吕 2K3」TR 
DW32K3JTL 
DW32K4JTR 
DW32K4JTL 
タイプのみです。 


ごと < ( ル） 

く後コン□用> 


サイドモール 




取扱説明書（保証書付） 
工事説明書 
クッキングブック 
検圧□ネジ用アル5バッキン 



、 



取扱說巧書 
(保証書巧） 


工事説明書 


クッキング 

フック 







各] 


2 


( ビルトイン〕ン□で検圧した 
場合の取り替え用です。 

機器取付パッキンとは形状び 
異なりまずので注意してくだ 
さい。 
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各部のなまス 


DVV 32 K 4 JTR タイプ 


グリル排気 □ 
グリル排気ロカバ— 
《機器単体設置用ガス接続 □ 
標準コン□用温度センサー 


標準コン □ 
パーナー リング(大) 


トッププレート串 
トッププレート访ラス) 


標準コン□用 
点乂 /消'义ボタン 

電池交換サイン 
電池ケースふた 
裏面に銘板貼付 

をコン□用 
点义/消义ボタン 


グ U ルとび S 取っ手 
グリル焼網 
グリル受け皿 



をコン □ 

後コン□用温度センサー 
バー ナ ー U ング (ル） 
ごとく（ル） 


ガスオーブン設置用 
ガス接続 □ 《 


ごとく（大） 

高义カコン □ 

高义カコン□用 
温度センサー 

义力調節つまみ 

高义カコン□用点义/消义ボタン 

コン □• グリル操作部 
グリル用点义/消'义ボタン 
グリル燃焼ランプ 


•その他のタイプについては、トッププレートの幅や、高火カ コン □ •標準 コン □の位置などび異なりますの 
で、詳しくは取扱説明書の「各部のなまえ」を参照してください。 

-操作部やパネルなどに、保護シートび貼ってある場合びありますので、取り外してください。 

※ガス接続口の位置を示す。（透視図） 
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設置前の注意 


◎設置する機器の確認 

•設置する機器び、ご使用になる目的、用途に適合していることを確認してください。 


A ま意 


〇 銘板（電池ケースふた裏面に貼付）に表示してあるガスに適合し 
ていることを確認する。 

ぉず制 '人'が、不完を燃焼、爆発着ん'のおそれや、機器び故障ずる原丙 

にわなります。 

〇 ガス種の異なる地域へ転居した場合は、部品交換や調整びお要のためま意ずる。 

爆発や不完を燃焼の原巧になります。 

おず守る 

© この機器は家庭用の調理むがの用途には使用できないため、用 
遠を確認し設置する。 

必ず制火が-不完を燃焼-機器の故障の原因になります。 



費 
も^ 


(例)都巿ガス用 13A の場合 

[_7_っ部分を確認 


製造年月.製造 No - 
を表示しています。 

品名コード - T " 


煙式を） ：或—おみ—ス—ち： 

• 13A 000 kW 12A 000 kW : 

[側 

- 1 製造年月1 

H N 

— *00000000 
株式会社八ーマン 

© 


◎設置場所の確認 

-設置場所をおミ夫めになるとさは、次の事項をよく確認してからみめてください C 


A ま意 


〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 

0 

禁止 

〇 

必ず守る 

0 

禁止 

0 

禁止 

〇 

おず守る 


設置ずるガス機器および同一室内に設置してある他のガス機器のガス消費量に巧し、十せな換気設備びある場所に設置ずる。 

他のガス機器户同時にが用した-場合、不完を燃焼による一酸化炭素中雷のおそれびあります。 

設置場所を巧めるときは、お客さまとよく相談し、を全な場所で、周囲にを険物•可燃物などがなく、 
义災のを険がない場所に設置する。 


水平で丈夫な場所に設置する。 

保守メンテナンススぺースぴ確保されていることを確認する。 

設置を、トラブルの原巧になった-り、点巧-修理にず障をホた-します。 

引义性のを険物（ガソリン•な油•ベンジン•接着剤など）や、業務用藥品（アンモニア、硫黄、塩素、 
エチレン化合物、酸類などの腐食性藥品）を周囲で保管したり、取り扱う場所には設置しない。 

ガス機器は、ガスエ作物、電気工作物などの他の設備に悪影響を与えない位置に設置する。 

棚の下など落下物のを険がある場所や樹脂製の照明器具、ガス湯沸器の下には設置しない。 

乂災のおそれや思いびけない事故の原因になります。 


この機器は家庭用のため、業務用として使用ずる場 空気の流れ^ 
巧に設置すると著しく機器の寿命が短くなります。 1 


\異常な 
户空気の流 n 


(仕切板設置例） 


正常 


^異常 


ガス管 


コン□下キャビネット 


A 


0 

禁止 


コン□下部キャビネット裏側は、外部から 
風などの該醬を受けない構造にする。 

-ち図のよラにガス配管貫通部など建物構造上内 
気と外気びつなびり、図1のよラな異常な空気 
の流れび起こるのでキャビネットに背板を6ラ 

けるか、図2のように仕切板※（ベニヤ板など ）I -^ 

により機器の後ちをふさいでください。 図1 図2 

コン□のがびゆらいだり、'消ミた-り單苗燃焼や機器焼損のおそれびありまず。 

※月り売の仕切板セット （ DP 0723、 DP 0724) を用意しています。仕切板セットのお巧めは、お買い 上 
げの販売店または、ちよりの弊社に連絡してください。 ,- 



ワークトツプの前面部と機器の間を化粧板などで閉塞しない。 



-上記のほか設置場所について、なのことを守ってください。 

-冷暖房装置の吹き出し□近くや、強い風び吹き込む場所に設置しない。 
-奥行さ 600 mm じ(上のワークトップに設置する。 
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財団法人曰本ガス機器検査協会 


防乂性能評定シール 
(トッププレートに貞ち付） 


F 燃材料 

(3mm し化） 


曰 cmiUJz 
一の） 


げ 


） 内は、周囲の壁び不燃材料で有効に 
仕上げた部分ちしくは、防熱板を取り付け 
たとさの寸法です。 


◎防乂上の離隔距離 

-機器を設置する周囲の壁などび、防义上ま全 
な場所かまたは、防义上有効な間隔を確保す 
ることび出来る場所に設置してください。 

-この機器は防义性能評定品です。 

※機器の周囲の可燃物（可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分も含む） 
とは、下表（防火性能評定シール）に基づさ下図の離隔距離を確保して<ださい。 


〇 周囲の障害物、可燃物との離隔距離が確保 
されていることを確認する。 

がず守る义おそれびあります。 


月#% 谷 

■H :燃 


|| 


JDcmiU-h 

の） 


60 cm 幅タイプ 


( ガス機器防乂性能評定品 ^ 

可燃物からの離隔距離 (cm) 

上ち 

側方 

前方 

後ち 

8CUU 上 

] 已しソ上 

] 蛾上 

己 iU 上 


上ちびレンジフードフアンおよ口不燃れの場合 
グ U スフイルター 

丄 L — し -^ 


1已上> 


ミ^^ 


^属 L ソがの不燃な 


(3 mmL ソ上） 
60な上 60な上 5な上 


7已 cm 幅タイプ 


A A 

(0) の) 


機器の設置 


レンジフードフアンしソ外の場合は QOcmiU 上。 
《2不燃材料びない場合は8日 cmL 处上。 


A 注意 


〇 防熱板(別売品）は、おず指定のものを使用ずる。 

防熱板に同こんされている r 取付説明書」に 
がが f る従って正しく取り付ける。 

义のおそれびあります。. 



® バックガード 


'ワーク トップの、 
禮部に立ち上び 
、りびある場合 ィ 


※イラストはイメージ図です。 


防熱板のお求めは、お買い上げの販売店または、 
もよりの弊社に連絡してください。 


ロン □) 

キャビネット " 


ま /L はオーブン 






レンジフード 


グリスフイルター 


. 金属し U がの 


ロン □) 


A 

( 0 ) 


◎上記離隔距離びとれない場合は、必ず防熱板 
による防义措置を行つてください。 

-防熱板は己 Ocm 幅タイプは4種類、7已 cm 幅タイプは 
已種類用意しています。 

-用途に適した防熱板を選んでいたださ、正しく取り付 
けてください。 

※取り付け方法は別売の防熱板に同こんされている 
「取付説明書」をご覧ください。 


コード番号 

局さ ( mm ) 

幅 ( mm ) 

備考 

① 

DP 0128 

已白〇 

已3已 

共用 

感 

LP 0130 

已呂〇 

600 

60 cm 幅タイプ用 

LP 0131 

7已〇 

7己 cm 幅タイプ用 

感 

DP 0129 

己巳0 

900 

共用 


LP 01 17 

己巳0 

150 

7已 cm 幅タイプ用 

⑥ 

DP 0101 

90 

600 

色 Ocm 幅タイプ用 

DP 0104 

7已〇 

7己 cm 幅タイプ用 


《 DP 0101、 DP 0104 はワークトップ後部の立ち上びり用 


A ま意 


機器の周囲が可燃物の場合 


レンジフードおよび不燃材の場合 


A ホち 


巨 Ocm 幅タイプ 

1日 cmli (上 

7已 cm 幅タイプ 

7.日 cmiU 上 


r ガス機器防火性能評定品 1 

可燃物からの離隔距離 (cm) 

上ち 

側ち 

前ち 

後ち 

801 U ± 

7.5iU± 

1己け上 

己社 


上ちびレンジフードフアンおよび不燃なの場合 


グ IJ スフイルター 



C 財団法人曰本ガス機器檢査協会 ) 


身1巨。浸！ S 

广※ 


T 3 E 。 浸 


一已- 






























































































































































仁ヤビネットとびら前面 


ワークトップ前面/ 


I 


.30 〜45 


。巳. 


◎ワークトップおよびキャビネットについて 

. ワ-ク トップ材は熱硬化性樹脂化粧板 （ J 旧 K 巨 903) または同等] U 上の材料としてくださし、。 

-ワークトップの表面びニス引さのちのは変色しますので使用しないでください。 

-機器を組み込むために、下図の寸法巧に加工してください。 

-巧あけ寸法は、公差内になるよラに加工してください。公差外になると取り付けびでさなくなります。 


— A 迂意- 

^ 4已 mm を超える厚いワークトップには設置しない。 

^ ワークトツプの温度び上びり焼損のおそれびありまず。 


標準 ( A + 已 9) 穴あけ寸法 I 「八+37巧あけ寸法 1 く単位： mm 〉 


560 ( 


4- R 10 〜30 


ヮ-クトップ前面/ お 

< 


'30-45 




穴あけ寸法は A + 已9び標準でず。ただし、設置フ U —タイプでずのでワークトップ 
穴あけ寸法は A + 已9、 （ A +4 已） A +37 のどちらでも設置できまず。 


◎機器の取り付け 

-ビルトインコン□単体で設置する場合 
[標準設置図-機器寸法図] 


※図は DW32K4JTR タイプです。 



^■プ1009 


ち等 



回程堅 f 兵‘.皆 I 


+ 

の 

LO 

1 | 


■ 









































































































































































[機器本体の取り付け] 


作業 手 順 説明 図 


1 . 機器側ガス接続□のガス接続ふたの取り外し 

-機器底部左側のガス接続口に取り付けてあるガス接続ふた 
(ネジ3本）と0 U ングを取り外してください。 

取りがしたガス接続ふた-ネジは不要です。 


ガス接続□位置 
は3ページ参照 



2. 前面パネル包装材の取り外し 

-前楼パットを手前に弓 I き巧いてください。 


あ願い 

-その他のテ 
め込みび終 
取りかすと 


ープ、グ1」ルとびらカバーは、機器本体のは 
わるまで、取り外さないでください。 

グ1」ルとび5や電邢ケースふたび開いてキズ 

をつける場合げありまず。 


3. 機器本体のはめ込み 

-機器中央部の設置用取っ手を持ち、機器本体をキャビネッ 
卜にはめ込んでください。 

※上部左ちの枠を持たないでください。 （7 已 cm 幅タイプ） 
※はめ込み時はワークトツプやノ（ネルなどをキズつけない 
よラにしてください。 

※機器周囲に取り付けてあるシールバッキンを取りかさないでください。 



設置用取っ手 



A ま意 


0 

禁止 

〇 

必ず守る 


描巧にガス配管やパーナーなどを持たない。 

ガス漏れや覃苗燃焼の原因になります。 

機器を設置したあと、設置用取っ手を手前に倒す。 

トッププレートのガラスび割れるな陸びあります。 


'機器巧のガス配管、 バーナー'! 
.などは持たないでください 。 J 



^■爵は持にないでください。 
7曰 cm 幅タイプ 


4.グリル内包装材の取りがし 

- 2.で取り外した残りの包装材を取り外し、グ U ルとびらを 
引き出し、焼網パット-チラシ-ポ U シートを取り外して 
ください。 


5.サイド モールの 取り付け 

-サイドモールをパネル両サイドの凸部（切り込み）にまつす 
ぐに差し込み、奥にあたるまで差し込んでください。 




日.機器本体の固定 


本体固定ネジ 


機器本体の位置決めは、機器本体側面の本体固定ネジ (4 本) 
でワークトップに固定してください。 

※機器前面とキャビネット前面とのおさまり具合を確認し 
なび5位置決めを行ってください。 

※機器周囲に取り付けてあるシールパッキンび外れたりし 
ていないか確認してください。外れたり、かみ込んだり 
している場合は図のようにワークトップに密着するよう 
に確実に取り付けてください。 
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悟 B 品の取り付け] 


作業 手 順_ m 

1 . グリルとび！5の取り付け 


グ U ルとび日の取っ手を持ち、取り外したとさと逆の要領 
で取り付けて < ださい。 


2.バーナーキャップの取り外し 


トツププレートを取り付ける前にノ（ーナーキヤップを外し 
てください。 


明 図 


A ま意 


〇 ) ナーキ ャッ プは必ず取りがす。 

バーナーキャップを取り外さずにトッププレートの取 
必ず守るり付けを行うと、バーナーキャップの変あを主ぶだ三 
くおそれびあります。 


3. トッププレートの取り付け 

1.機器本体後部に止めてあるトッププレート固定用ネジ （2 
本）を外してください。 

(このネジは3.で使用します。） 


2. トッププレートを水平に保ちなびら機器本体にかぶせま 
す。バーナー U ングとバーナーを合わせなびらトッププレ 
ートをセットしてください。トッププレート裏面突起部び 
トッププレート固定ノ（ネに確実に固定するよラに、トップ 
プレート手前部を押さえてください。 

《トッププレートを取り付ける前に、機器本体周囲のシール 
パッキンび外れていないか確認してください。 

3. 1.で外したトッププレート固定用ネジでトッププレートを 
機器本体後部で固定してください。 


ネジをゆるめたり、締めつける際には手動ドライバーを使 
用してください。 

電動ドライノ（一ではネジび利かな < なります。 

あ願い 

-トッププし 
とを確認し 


ートの取り付けは確実に行い、浮さびないこ 
てください。 


トッフプレート固定巧ネジ 



イラストは、7已巳 m 幅タイプです。 
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作業 手 順_説明 図 

3. パ’ーナーキヤップ-ごとく -グリル排気□カバーの取り 


付け 

-バーナーキャップ取り付け後、ごとく-グ U ル排気ロカバ 
一を正し<取り付けて<ださい。 


◎バーナーキャップの取り付けかた 

-の部を手前側にして点乂プラグ位置に合わせ、浮きびない 
よラに取り付けてください。 

(点火プラグに衝撃をあたえないよラにしてください。） 
※高火力用は、バーナーキャップに 『 H 』 マークを表示してい 
ます。 


A 注意 


A パ’ーナーキャップを正しく取り付ける。 

誤った取り付けかた（浮さ、妻返しなど）で使用すると、 
ぁず守る•点火しない場合びあります。点乂した場合でち、 
炎のふぞろいやず火'で 不完今燃焼-一酸化炭素中 
雷のおそれやをおの原因になります。 

•機器の中に炎びちぐりこんで、 焼損する原因にな 
ります。 

-誤セツトのまま使用すると、 機器寿命が短くなる 
おそむびあります。 



パ‘ーナーキャップの浮き 


※高义力用は、バーナーキャップに 『HJ 
マークを表示しています。 


◎ごとくの取り付けかた 

-内側の凸部（前後2力所）を、ノ くーナー U ングの欠さ部（前後 
2力所）に入れて、浮さびないよラに取り付けてください。 



欠を部 
(前後2力所) 


一 A 迂意- 

〇 ごとくは正しく取り付ける 

誤った取り付けかた（浮さ、裏返しなど）で使用す 
あず守るると、 組の転使 I によるやけ户-点'人'不良-不完を燃 
焼-をおの原巧になります。 

また、取り付けの際に衝撃を加えると、トッププレ 
ートにキズびつくおそれびあります。 


※ごとくのツメ部びグラグラしていると、鍋などをのせ 
たとさ、鍋などの転倒の原因になります。 

(新しいごとくと交換してください。） 

◎グリル扫原□カバーの取り付けかた 

-グ U ル排気ロカバーをグ U ル排気口の枠に合わせて取り付 
けてください。 



ごとくの浮き 



イラストは、7已 cm 幅タイプです。 
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作業 手 順_説明 図 

4. 乾電池の取り付け 

アルカ U 乾電池（単1あ： ] .已 V )を2個使用します。 


乾電池の寿命は、およそ1年びめやすです。 

(付属の乾電池は工場出荷時に納め日れたちので、自然放電 
のため、寿命び短くなっている場合びあります。） 


乾電池の取付手順 

1 . 電池ケースふた上部を指でつまみ、ふたを開ける。 

2. アルカ U 乾電池（単1型： 2個）の©©を確かめ、電池ケー 
スに組み込む。 

3. 電池ケースふたを元に戻す。 


A ミ主意 


^乾電池の あ© 方向は間違えない。 

綠 点乂できなくなります。 


あ願い 



-電池ケース 
れいにして 

-電池ケース 
に開かない 

に水などの異物び入った場合、ふさ取ってさ 
<だホい。雷ミホ,機能不良の原因なりまず。 

ふたは約90’ まで開さます。それ LU 上は無理 
でくだ六い。ふた-が破眉する原因になります。 




2 . 


0 

3. 
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\ ガス接続 □ 

\ (fm7 封ネジ) 

已98(本体寸法） 


( 370 ) 


◎ビルトインコン□とビルトインおガスオーブンをセットで設置する場合 

•オーブンのタイプは、ワークトップ巧あけ寸法に関係なく、 A +37 仕様（ V タイプ）になります。オーブンの 
仕様を確認のラえ設置してください。詳しくはオーブン側の「工事説明書」を参照してください。 

[標準設置図-機器寸法図] 


後コン □ 


オープン接続 □ 





1 



7已 cm 幅タイプ 
(日 0 cm 幅タイプ 

350 

30日） 


7已 cm 幅タイプ 
(60 cm 幅タイプ 


738 
己 93) 


標準コン □ 
温度センサー 


\真乂カコン □ 


温度センサー温度センサー 





※図は DW 32 K 4 JTR タイプです。 

※その他のタイプについてを、 h ッププレー h の幅、バーこ 
の左ち位置は異なりますび、設置寸法は同じです。 

义 i 》寸法は A +37 設置時（コン□部の設置位置)のサ法で 
※オーブン設置寸法は、オーブン側の「工事説明書」を参月 
て < ださい。 

<単位： mm > 


59(37) 



コン□接続用フレキ管 




叩" 



(0 の 8) 


0 WW (0 の 9) 
































































































































[取り付け前の準備] 


作業 手 順 

1 . 。レトイン形ガスオーブンが設置されていることを確認する 


2.グリル排気筒の取りタル 

-グ U ル排気筒（ネジ2本）を取り外してください。 

取りがしたグリル排気筒-ネジはガス接続後、再度使用し 
まず。 


※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 


3.仕切板の取り外し 

-仕切板ネジ （4 本）を取り外してください。 

取り外した仕切板取付ネジはガス接続後、再度使用します。 
仕切板取付ネジは才ーブンが気筒のお状によつて再度使用 
ずる場合があります。 （ 14ページ参照） 


※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 


説明 図 




4.閱塞栓の取り外し 

-閉塞を巧え板（ネジ1本）を取りがしてください。 

-閉塞をを後方へ引さないてください。 

取りがした閉塞栓、閑塞栓巧え板、取付ネジはす要です。 

※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 



己.前面パネル包装材の取り外し 


-前樓パットを手前に弓 I きあいてください。 


あ願い 

-その他のテ 
はめ込みか 
取りかすと 


ープ、グ U ルとびらカバーは、機器本体の 
終わるまで、取り外さないでください。 

グ1」ルとびらや電邢ケースふたび開いてキ 

ズをつける場合がありまず。 


6. ビルトイン形ガスオーブンの作業 



この作業はビルトイン形ガスオーブン側 
に付属されている「工事説明書」を参照 
して行ってくださし、。 


- 12 - 


















































[ビルトインコン□とビルトインおガスオーブン①組み合わせ作業] 


作業 手 順 説明 図 


1. 機器本体のはめ込み 

-機器中央部の設置用取っ手を持ち、機器本体をキャビネッ 
卜にはめ込んでください。 

※上部左ちの枠を持たないでください。 （7 已 cm 幅タイプ） 
※はめ込み時はワークトツプやノ（ネルなどをキズつけない 
よラにしてください。 

※機器周囲に取り付けてあるシールパッキンを取り外さな 
いでください。 


設置用取っ手 



コン□をはめ込む前に、才ーブン側のコン□接続用フレキ 
管をち図のようなお状-寸法に巧げてください。 


A 注意 


0 

禁止 

〇 

必ず守る 


絶巧にガス配管や J (—ナーなどを持たない。 

ガス漏れや覃苗燃焼の原因になります。 

機器を設置したあと、設置用取っ手を手前に倒す。 

トッププレートのガラスび割れる危陵びあります。 


機器内のガス配管、バーナーなど 
は持たないでください。 



® 部は持たないでください。 
7己 cm 幅タイプ 


2.グリル内包装材の取り外し 

-12ページ （ 5 . 前面パネル包装材の取り外し）で取り外した 
残りの包装材を取り外し、グ U ルとび日を引さ出し、焼網 
パット.チラシ. ポリシートを取り外してください。 


3.サイド モールの 取り付け 

-サイドモールをパネル両サイドの凸部（切り込み）にまつす 
ぐに差し込み、奥にあたるまで差し込んでください。 




4. 機器本体の固定 


本か固定ネジ 


機器本体の位置みめは、機器本体側面の本体固定ネジ (4 本) 
でワークトップに固定してください。 

※機器前面とオーブン前面とのおさまり具合を確認しなび 
ら位置決めを行ってください。 

※機器周囲に取り付けてあるシールパッキンび外れたりし 
ていないか確認してください。外れたり、かみ込んだり 
している場合は図のようにワークトップに密着するよう 
に確実に取り付けてください。 



己.才ーブンとコン□のガス接続 

-オーブン側に組み付けてある コン □接続用フレキ管を コン 
□側の接続口と接続してください。 


接続の方法は、]已ページ（ビルトインコ 
ン□とビルトインあガスオーブンとの接続 
方法）を参照してください。 
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作 


業 


手 


順 


説 


明 


図 


才ーブン排気筒（才ーブン側の付属部品）の取り付け 

-オーブン排気筒上部のツバ部（巧）をコン□側突起部に差し 
込みなび日、オーブン後側排気出口に確実に差し込んでく 
ださい。 

※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 


ツバ部(巧） 


-オーブンの種類によって、オーブン排気筒のあ状び異な 
ります。 


オーブン排気筒によって、仕切板（下記「7.仕切板必要 


朝の取り付け」参照）の切断位置び変わりますので、を意 
してくださし、 

1) ふく 日み なし 2) 両側ふく 日み 3) 片側ふく 日み 




仕切板 

切断ライン A で切断 


仕切板 

切断ライン己で 切断 






仕切板 I 必要部 I の取り付け 

1 . 仕切板の切断ラインに沿ってニッパーで切り取ってください。 
ほ f 気筒の形状によって切断位置び変わりますので、ミ主意し 
てください。） 

2. 仕切板區裏謂]を取付ネジで取り付けてください。 


切断ライン A 


仕切板防要部] 



切り取つた仕切板はす要です。 


※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 


2 . 

仕切板取付ネジ 



グリル排気筒の取り付け 

-元通りにグ U ル排気筒（ネジ2本）を取り付けてください。 
※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 



度 B 品の取り付け] 


作業 手 順 

説明 図 

1 . グリルとび5 - トッププレート•パーナーキャップ•ごと 
く -グリル排気□カバー-乾電池の取り付け 

取り付け方法は、8〜] 0ページ （ 悼 P 品の 
取り付け])の項を参照してください。 
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ガス接続-ガス配管工事 


◎ガス接続 

-ビルトインコン□とビルトイン形ガスオーブンとの接続方法（コン□接続用フレキ管） 


A ま意 


〇 コン□接続用フレキ管に0リングびついていることをな、ず確認する。 

※万一、なくなった場合ゃキズついた場合は、オーブン側に予備用として 0 U ングび入っていますので使 
ぁず守る 用して、たこし、。 

※コン□部の取り替え時は、 0 U ングを新しいちのに取り替えてください。 


0リングは複数個入れない。 


0 

禁止 

(\)コン□接続用フレキ管は斜めに挿入しない。 

^※斜めに挿入すると 0 U ングびキズついたり、かみ込んだりしますので、必ず平行に挿入してください。 

A 固定金具のスリット穴の中に接続継手とコン□接続用フレキ管ナットのツバ部が入っていることを必ず確 

必ず守る 誌、ずる。 

W コン□接続用フレキ管のナットは一定量圧縮するとそれむ上回らなくなるので、無理に回さない。 

禁止 

〇コン□接続用フレキ管は、ねじったり、繰り返し巧げたり、衝撃を与えたりしない。 

禁止 

上記項目を守らなかった場合、ガス漏れの原因になります。 



作 

業 

手 

順 

説 

明 

図 


■接続部の構造 


ナツトツバ部 



オーブン側 


1 . オーブン側に組み付けてある接続用フレキ管のナット部 
を一方向へ移動させてください。 




背 


ナット 




. 挿入部を接続継手と平行に奥まで確実に挿入してください。 




3. 手じめで接続用フレキ管のナツトを回し、ナツトツバ部 
と接続継手ツ/ (部が合うまでしめ込んでください。 



しめ込みち向 


.ナットと接続継手の両方のツバ部が固定金具のスリット 
穴に入るように固定金具をはめ込んでください。 

《固定金具はナットのゆるみを止めるもので固定金具のス U 
ット穴の中に接続継手とナツトのツバ部び入っていること 
を確認してください。 


ス U ット巧^ 


■ 固定金具 

(才ープン側に同こん） 


接続継手ツバ自 ly 




ナツ トツバ部 


- 15 - 



























































◎ガス配管工事 

•機器を設置する場所にガスをびない場合や、あっても適切でない（位置-□径）場合は、新設また 
は交換をしてください。 


• ガス接続方法 


[ビルトインコン□単体で設置する場合] 標準配管接続例 


-ガス接続は金属管または金属巧とラ管を使用してくださし、。 
• ガス接続は Rc 1/2 ( PT メネジ）です。 



[ビルトインコン□とビルトイン形ガスオーブンをセットで設置する場合] 

•ガス接続口、配管工事は、オーブン側の r 工事説明書」を参照してください。 

すでにオーブンび設置されている場合は、]已ページのガス接続に従ってガス接続してください。 


• 接続-工事後のガス漏れ確認 


[機器のガス接続が完了している場合] 

-検圧口（コン□とオーブンをセツトで設置した場合は、才 
ーブンまたはコン□の検圧口）に圧力計を接続し、ガスを 
を開いて一旦ガス圧を加えたあと、ガス栓を閉じて圧力計 
の指示び下び日ないことを確認してください。 


[機器のガス接続ができていない場合] 

-検圧口に接続したゴム管から空気を吹を込み、圧力び逃げ 
ないよラにゴム管を圧力計につなざ替えて、圧力計の指示 
び下びらないことを確認してください。 


[ガス漏れ確認終了後] 

-検圧ロネジは確実に取り付けてください。 

-ビルトインコン□側で検圧した場合は、必ず付属のアル S パッキンと取り替えてください。 
-検圧ロネジを取り付け後に検圧口部からのガス漏れびないことを確認してください。 


ゴム管 



• 試運転 

-取扱説明書の r 使いかた」に基づいて試運転を行ってください。 

•試運転終了後、長期間使用しないとさはガスをを閉じ、電池を巧いておいてください。 


巧式舍社 A - の 
















































































